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       平成３０年第４回西予市議会定例会厚生常任委員会会議録 

１．開催日時 平成３０年１２月１２日 

１．開催場所 西予市議会第３委員会室 

１．開  会 平成３０年１２月１２日 

       午前 ９時０３分 

１．閉  会 平成３０年１２月１２日 

       午前１１時３５分 

１．出 席 委 員        

   委員長  山本 英明 

   副委員長 井関 陽一 

   委員   中村 一雅 

   委員   竹﨑 幸仁 

   委員   源  正樹 

   委員   菊池 純一 

   委員   中村 敬治 

１．欠 席 委 員 

   な  し 

１．出席説明員 

   生活福祉部長    

   兼福祉事務所長  藤井 兼人 

子育て支援課長  松田 禎子 

福祉課長     上中 保博 

長寿介護課長   浅野 幸彦 

健康づくり推進課長  沖村 智 

環境衛生課長   佐々木 邦仁 

   市民課長     松本 豊和 

明浜生活福祉課長  三好 忠利 

   野村生活福祉課長  森本 美重 

   三瓶生活福祉課長  井上 又文 

子育て支援課長補佐  岩本 博文 

子育て支援課係長  清家 昌弘 

福祉課長補佐   長野 静香 

福祉課係長    河野 友紀 

長寿介護課長補佐  竹内 克也 

長寿介護課係長  信宮 佳子 

医療対策推進室長  河野 千恵香 

健康づくり推進課長補佐  亀岡 敦志 

環境衛生課長補佐  大塚 義導 

環境衛生課長補佐  細谷 涼子 

   市民課長補佐   宇都宮 積矢 

   市民課係長    二宮 夕子 

１．出席議会事務局職員 

   書記    三好 祐介 

 

 

１．会議に付した事件   

   議案第１２６号 西予市保育所条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第１３０号 平成３０年度西予市一般会計補

正予算（第８号） 

   議案第１３１号 平成３０年度西予市後期高齢者

医療特別会計補正予算（第３

号） 

 

    

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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  開会 午前９時03分 

○井関副委員長 

これより平成30年第４回定例会厚生常任委員会

を開会いたします。 

開会にあたり委員長より挨拶があります。 

○山本委員長  

 委員長が挨拶を行う。 

○井関副委員長 

次に、藤井福祉事務所長より挨拶をよろしくお

願いいたします。 

○藤井福祉事務所長 

 藤井福祉事務所長が挨拶を行う。 

○井関副委員長 

 審査に移る前に注意事項を申し上げたいと思い

ます。 

発言の際には、挙手の上、委員長の許可を得て

から発言をお願いいたします。また、携帯電話は

持ち込み禁止となっておりますが、万が一持ち込

まれている方は電源をお切りください。 

これより先の進行は委員長が行います。 

 

【子育て支援課】 

○山本委員長 

それではこれより本日の会議を開きます。 

まず、議案第126号「西予市保育所条例の一部

を改正する条例制定について」を議題といたしま

す。 

担当課長の説明を求めます。 

○松田子育て支援課長 

改めましておはようございます。 

それでは、議案第126号 西予市保育所条例の

一部を改正する条例制定について説明を申し上げ

ます。 

本市が設置する野村保育所は平成30年７月豪雨

の影響により、床上約4.3メートルまで浸水し、

平成７年度建設の当該施設及び設備等、機能が著

しく損壊しました。 

現在、野村地域教育福祉複合施設の２階を臨時

代替施設として保育事業を実施しております。 

今後、被災した現在の野村保育所の位置での保

育所再建は同規模の洪水災害の可能性が否定でき

ないことや避難経路の確保の困難さなど、安心・

安全な子育て支援の観点から望ましくないと判断

し、移転新築の方針を決定しました。 

今後の方針に沿いまして、旧野村保育所は解体

の方向で進行しており、新野村保育所が完成予定

の平成32年９月までの期間、現在、12月25日に開

園予定となっている仮設住宅の隣接敷地内に建設

中の仮設保育所で保育を実施するため、野村保育

所の位置を変更する必要があり、本条例の一部を

改正するものであります。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○山本委員長 

松田課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。質疑はございません

か。 

○中村敬治委員 

野村保育所の新築移転ということで場所を、今

理由を述べられたわけですけれども、地元の議員

も数名入って、新野村保育所検討委員会があった

と聞いておるわけですけれども、委員は14、5名

だったように聞いておりますけれども、この委員

会でどういう経過をたどって候補地が決まったの

か。その辺概要がわかれば、主な発言などもあっ

たと思いますが、その辺説明願ったらと思うわけ

ですが。お願いします。 

○松田子育て支援課長 

それでは、ただいま質問のありました建設委員

会等の説明について、詳細を説明させていただき

ます。 

新野村保育所の今後の方針につきまして、２回

の建設検討委員会を今終了しております。この建

設検討委員会は、今後も継続の予定になっており

ます。 

ただいま質問がありました内容につきまして、

まず、１回目の委員会におきましては、今後の野

村地域において教育・保育をどのようにしていく

のが１番いい形なのか、それは、今後の子どもた

ち、出生数も含めて園児がどのぐらいの推移をと

るのかということも含めまして、教育・保育を一

つの形にしていくということも想定しながら、そ

のあり方を検討委員会の中でいろいろと委員のご

意見をいただきました。その委員のメンバーとし

て、議員も入っていただいたんですけれども、小

学校の校長先生、地域の代表の区長、そして、保

育園・幼稚園の保護者、そういうメンバーで構成

されておりまして、１回目だけではなかなかあり

方の検討ができなかったので、２回目に持ち越し

て再度考えていただくということと、うちのほう
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も案をもう一度練り直して提出させていただきま

した。 

その結果、現在、野村保育所は定員150名で平

成７年度再建の際になっておりますが、その

150名という保育の定員数だと、恐らく将来保育

園と幼稚園が、今の時点ではないにしても、一つ

になったときにも、子どもたちがその園に通って

いただくことが可能じゃないかということを考え

まして、現状のまま復旧をしていこうということ

で、いろいろと認定こども園の話も出ましたが、

現状では、今の保育園をそのまま再建、今回は災

害復旧ということで、大きな規模をつくるという

ことは、国の災害復旧費の該当にもならないとい

うことで、現状復旧ということで保育園と幼稚園

をそのまま残した形で、今回は、新保育所を再建

するという検討に至りました。 

その際、現在の保育所は、建築全体で3,400平

米の保育園だったんですが、今回、被災を受けた

保育園は、園舎の部分は1,300平米という状況の

中、それにプラスして職員及び保護者の駐車場を

確保しなければいけないということで、かなりの

土地が必要ということでいろいろと案を、その委

員の中で出していただきまして、その案の中で、

メリット・デメリットをいろいろとうちのほうも

提出し、委員からも多くの意見をいただき、検討

していただいた結果、現在の、新聞等でも発表さ

せていただきました、後ほど補正予算の中にも出

てくるんですけれども、建設場所としまして、東

宇和建設会館、周辺農地等を建設予定地として決

定したということです。 

○中村敬治委員 

もともと3,400平米だったというところでいろ

いろ委員会で検討されたら、職員の駐車場とか広

いにこしたことはないと私も思っておりますし、

決まったところは県道沿いですから場所的にも非

常にいいと思っておるわけですけれども、新しい

ところは結局3,400からいくらぐらいになったん

ですか。 

これ後の議案にも出てくるんでしょうけれど

も、せっかく面積言われましたのでお尋ねしたい

んですが。 

○松田子育て支援課長 

今ほど言われましたように、後ほど説明させて

いただくんですが4,300平米となっております。

その増加分、1,300の園舎につきましてはほぼ同

等のものをということが災害復旧の原則でありま

すので、そこについては大きく変えていくってい

うことははっきりした理由というものが必要にな

ってきますので同規模で建築の予定ですけれど

も、あとはどうしても狭かった園庭だとか駐車場

だとか、その辺を少しずつ広げていき、快適な生

活空間をと考えております。 

○山本厚生委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

○中村一雅委員 

質問になるかどうかわかりません。ずっと原状

復旧でないと国の予算措置が受けられないので、

原状復旧が大前提だという話は理屈としてはよく

わかります。 

だけれども野村にお住まいの方の中には、変な

言い方ですけど、災い転じて福となすっていう、

「今までどおりになってよかったね。」ではなく

て、「前よりよくなってよかったね。」という方

向に持っていきたいという願いが結構根強くある

と思うんですよ。今からずっと野村に住み続けた

いと思われる方にとっては。 

予算措置としては原状復旧のものしかやれない

かもしれないけれども、アイデアといいますか、

ソフトでもう少し改善というのではなくて、新し

い発想も入れて、こうなってよかったねという結

果に導いていただきたいとそのように思います。

質問になっていませんけどよろしくお願いいたし

ます。 

○藤井福祉事務所長 

中村委員からいただきました意見、もっともと

思っておりますので、復旧に当たりましてはそう

いうソフト面なども考慮しながら今後検討させて

いただきたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○山本厚生委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

○井関副委員長 

委員からの質問ですが、私も検討委員会に入っ

ておりますので少し付け加えさせていただきます

と、今の場所は病院の近くであるということが１

点、その病院の近くであるということで、子ども

に何かあったときにはすぐに対応ができるんじゃ

ないかなということが１点と、それから、小学校

の近くにあるということで、幼稚園も小学校も近

くにあるということで一つの文教地区みたいな形
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にすることができるんじゃないかなということ

で、運動会やなんかの時には小学校のグランドも

また駐車場として利用ができるということで、全

てのことを考えて、あの場所がいいんじゃないか

なということに決定をしたところでございます。

ちょっとつけ加えでした。 

○山本委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶものあり） 

○山本委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第126号「西予市保育所条例の一部を改正

する条例制定について」原案に賛成の委員の挙手

を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○山本委員長 

挙手全員により、当委員会としましては、原案

どおり可決することに決しました。 

次に、議案第130号「平成30年度西予市一般会

計補正予算（第８号）子育て支援課所管分につい

て議題といたします。 

担当課長の説明を求めます。 

○松田子育て支援課長 

それでは、議案第130号 平成30年度西予市一

般会計補正予算（第８号）のうち、子育て支援課

所管分につきまして、予算書に基づいてご説明を

申し上げます。 

予算書の20ページをお開きください。 

３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉総

務費1971万6000円の増額補正でございます。まず

初めに、事業概要の保育所管理事業1820万円の増

額補正でございますが、平成30年４月１日、公立

から民間の西予総合福祉会に移管しました多田保

育園及び石城保育園につきまして、民間移管後の

安定的な運営を支援するため、西予市民営化保育

所運営費補助金交付要綱に基づき、運営補助金

1820万円を交付するものであります。 

続きまして、保育所等施設整備事業費151万

6000円の増額でございますが、平成32年４月に民

営化を予定しております高山保育所は、移管先法

人が、平成33年４月までに現在の新明浜支所を建

設しております敷地内に新築移転する予定となっ

ております。それに先立ちまして、現在の新明浜

支所建設工事とあわせて、新高山保育所用の上水

道給水管を埋設する工事を行えば、経費の削減や

再度掘削の必要がないことから、その予算を計上

するものです。これにつきましては市道部分のア

スファルトを剥がし、再度舗装するのに約50万円

必要ということを建設課から聞いております。 

４目保育所費につきましては、歳出補正額はあ

りませんが、さきの補正４号におきまして仮設保

育所の設置工事費、そして補正３号におきまし

て、厨房設備にかかる費用を一般財源で計上して

おりました。今回、仮設保育所設置工事費につき

ましては、社会福祉施設災害復旧費県支出金とし

て6651万7000円。仮設保育所設置工事費及び固定

の備品である厨房器具につきまして、地方債

2790万円の財源組み替えをいたしております。 

最後に31ページをお開きください。 

11款災害復旧費、５項社会福祉施設災害復旧

費、２目社会福祉施設災害復旧費1億2176万

3000円の増額補正でございます。先ほども説明い

たしましたとおり、７月豪雨災害で被災した新野

村保育所整備に係る土地購入費9500万円及び土地

測量、造成設計と基本設計、実施設計委託料

2676万3000円を増額するものでございます。財源

といたしましては、基本設計、実施設計に係る費

用の769万5000円を災害復旧費県支出金として、

用地取得費、土地取得費、土地造成費等にかかる

費用のうち、地方債の8860万円を見込んでおりま

す。 

新野村保育所につきましては、先般、行政報告

会で報告させていただきましたが、東宇和建設会

館の敷地及びその周辺の農地約4,300平米を予定

しております。しかし、敷地面積の確認過程で東

宇和建設会館が所有の一部を分筆し、他の事業所

に売買する計画が判明しました。西予市といたし

ましては、買収面積の減少が発生しても、新野村

保育所建設には影響ないものとして事務を進めて

いく予定としております。 

建設地の取得につきましては11月21日財産処理

審議会におきまして、慎重・厳正に審議の上、ご

承認をいただいております。なお、新野村保育所

の開園は平成32年９月ごろを目指しております。 

以上、子育て支援課所管分の説明とさせていた

だきます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○山本委員長 



 

－5－ 

松田課長の説明は終わりました。 

これより質疑に移ります。質疑はありません

か。 

○中村敬治委員 

20ページの説明で、多田保育園・石城保育園に

対して、今年度1820万補助をするということのよ

うですが、これについて、先ほどの説明では、運

営補助金に係る要綱に従って補助をすると言われ

たんですけども。その運営の要綱というのがどう

いうものなのか、私らはちょっと皆目わからない

ので、いきなり1820万と言われても、その根拠を

もう少しわかりやすく説明願ったらと思います。 

○松田子育て支援課長 

西予市民営化保育所運営費補助金交付要綱につ

きまして説明させていただきます。 

この要綱は30年４月１日から適用しておりま

す。内容といたしましては、市が市立保育所から

民営化した保育所に対しまして、運営の安定化を

目指すために補助するものとしております。その

内容としましては、園舎の整備・改修、施設整備

等も入っております。民営化保育所の運営に関す

る補助も含めて、ある一定の期間補助すると定め

ております。内容としまして少し触れさせていた

だきますと、ちょっと遅くなったんですけれど

も、民営化後に保護者にアンケートをとって、そ

の結果、民営化までに直すことができなかった園

庭等、例えば多田でしたら、雨が降ると本当に園

庭の水はけが悪くって、そこで非常に困っている

というご意見があって、あるいは石城でしたら、

テラスにもう少し雨をよけるような屋根をずっと

つけてほしいという要望が上がったりしておりま

す。そして、先般の県の指導監査におきまして

も、遊具の不備等が見つかっておりますので、そ

ういうものの整備も含めて、それと一番には、園

児及び保護者が安心・安全に、公立から民間にな

りましても、安定した保育、安心した保育を提供

できるという意味合いをもってこの補助金を支出

する予定となっております。 

○中村敬治委員 

そうしますと、この1820万円が多田に幾ら、石

城に幾らぐらいを想定されておるのか。 

そして、通常引き渡すまでに化粧直しはして渡

すのが当たり前でして、おくれた理由、何で民営

化した後にこういうことするのか、いろいろ要綱

の中にそうなっとるのかもしれませんけれども。 

そうしますと1820万の中で、県とか国とかの補

助金は幾らぐらい見込まれているのかと思いまし

て。その辺、いろいろお尋ねしますけども、順を

おって説明願ったらと思いますが。 

○松田子育て支援課長 

まず整備につきまして、民営化する前にどうし

てきちっとできなかったかという理由ですが、あ

る程度双方の民間先の社会福祉法人と市では、施

設を見て回りまして、可能なところは整備したつ

もりだったんですが、そこに保護者のご意見を十

分にお伺いできてなかったというところがありま

して、それで、保護者の方のご意見から、そうい

うところの不自由さを今回のアンケートでかなり

のいろんなご自由な意見をいただいたので、その

中で直せるところは整備していったり、その辺の

ところは十分うちが把握しきれなかったと。それ

については、環境整備ということでうちのほうの

十分できてなかった部分を民間先でやっていただ

くっていう。 

それと、国・県からの補助ですが、今言われて

おられるのが、事業主として、教育・保育。それ

につきましては、給付費として支出する分です

が、30年度は、多田保育園に3682万791円の見込

みです。これはまだ完全には終わってませんの

で。 

1870万につきましては、多田保育園に1000万、

石城保育に820万、一般財源。 

○中村敬治委員 

これは補助はないんですか、1820万全部一般財

源ですか。 

○松田子育て支援課長 

一般財源です。 

○中村敬治委員 

なるほど、後付けで。 

○山本厚生委員長 

中村委員。挙手で言っていただいたら。 

○中村敬治委員 

そうすると、今説明があった中ではこの1820万

ということに対して国や県からの補助はないとい

うことで理解してよろしいんですかね。 

そうすると、この化粧直しということで、事前

に民営化する前であれば補助が受けられたのかな

という気もするんですけれども、後付けでご父兄

からの意見を聞いた結果、こういうことに追加で

直さないかんというようになったのかなという疑
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念が生じるわけですけれども、その辺はそうであ

ればちょっと段取りが悪かったのかなという気が

してしまうわけですけれどもその辺はいかがでし

ょうか。 

○松田子育て支援課長 

以前にも民営化する際に少し説明を入れさせて

いただいたんですけれども、公立がする場合に

は、運営費に関しましても、また、整備に関しま

しても、大規模なものに対しては補助というもの

は一切ありません。 

今回、説明の中で、一つの例としてそういう整

備ということも触れたんですけれども、これに対

しては国・県・市の割合で補助金として民営化し

たところについては、大規模な整備については補

助金が出ます。それプラス、ほかにも細かなとこ

ろで、例えば保育士たちも変わっていきますの

で、その辺のところの支出の同じような形で教育

はしているんですが、できるだけ子どもたちが、

大きく変わったという印象にならないような運営

をしていただくように、その運営、安定化を目指

して、整備のことが強調されてしまったんですけ

れども、それプラス１番にはそういう安心・安全

な環境という人的なものとか、環境的なものも含

めて、そういう環境整備というような、それと安

定して運営できるようにということで、市単独で

の補助金とさせていただいております。 

○中村敬治委員 

大体20ページの多田・石城保育所の件につきま

しては、説明いただきましたので、ありがとうご

ざいました。 

それで31ページの新しい野村保育所建設の関係

に移りますが、これは今はゆめちゃんこにあっ

て、また、運動公園の仮設の分が年末25日にでき

上がるということですので、そちらに移って、ま

た何年間かそちらで保育をされるということです

が、野村の仮設の保育所も含めて、建設費、取り

壊し費、そして新野村保育所の用地取得、9500万

と言われましたけれども、用地取得費、また建設

費など、いろいろもろもろの、これ大災害を受け

た結果、こういう出費を伴うようなことになった

わけですけれども、それらについてはなかなかこ

う、ここに県支出金とか地方債とか書いてありま

すけれども、なかなかこれ見ただけでは、補助率

とかがわかりにくいので、その辺わかりやすく仮

設についてのそういう建築費用、あるいは取り壊

し費用、そして新築については、用地費とか、建

物について、どれだけ国や県の支援が受けられる

のかという点についてまず説明願ったらと思いま

す。 

○松田子育て支援課長 

ご質問いただきました諸経費になりますが、災

害復旧として、社会福祉施設災害復旧費として県

支出金として出していただいているものにつきま

して、もともと仮設保育所でありましたら、設置

工事費に係るものにつきましては、補助対象とな

りますが、リース及び園舎の取り壊し、解体に係

る予算につきまして、あとは内蔵設備、厨房等の

設備につきましては補助対象外となっております

ので、今回、第１次、第２次と査定が終わりまし

たのはまだはっきりした通知は来ておりません

が、仮設保育所の園舎設置工事費のおよそ75％、

その対象とする中からも、細かく査定がありまし

て、例えば、カーテンとかはもちろんのこと、こ

こについては査定外とするなど、査定があります

ので、一応75％からもともとのうちが基礎として

いる部分と、それから差し引かれるものがありま

すので、およそ75％というところを見込んでうち

のほうは県支出として想定しております。その仮

設保育所の今、上げておりますのがおおよそ園舎

リース、厨房機器、それに光ケーブルで、先生方

のメッセージとして使用等しますので、それを合

わせますと1億617万6000円を想定しております。 

それと旧保育所の解体、これは先般補正で上げ

さしていただきましたが、解体工事等の委託料等

全て含めまして、今のところ想定しておりますの

が5000万近く、新野村保育所整備事業につきまし

ては、まだはっきりしたものが言えない部分もあ

るんですけど、現在わかっておりますところが用

地取得一式及び土地測量、造成等合わせますと、

1億2000万ぐらいの、これは建築設計までですが

予定しております。 

○藤井福祉事務所長 

補足をさせていただきますと、まず仮設保育所

につきましては、リース料が、新しい保育ができ

るまで、まだあと２年ぐらいかかりますので、先

ほど課長が申し上げたのが30年度だけの金額でご

ざいまして、トータルしますと、ちょっとケーブ

ルの引き込みとかはのけまして、仮設保育所だけ

でいきますと、32年８月までの分で1億1718万円

を予定しております。リース料は先ほど対象にな
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らないということで、リース料が現在のところ

32年８月まで1375万9200円、設置工事費が8868万

9600円ということで、この設置工事につきまして

は75％の災害復旧事業費の対象となっておりま

す。 

それに加えまして、新しい保育所ができました

ら、仮設保育所を解体する必要もございまして、

現状も整地する必要もあるということで、解体撤

去と原状回復に1473万1200円かかるというところ

で、全てしますと約1億1700万の仮設の事業費を

今計上さしていただいております。 

旧野村保育所の解体につきましては、約5000万

と申しましたが、委託料等と撤去費を合わせまし

て4880万ということでこちらは解体だけでして、

そこに建て直すということではないので、補助の

対象にはなりません。全部一般財源でございます

が、起債で対応したいと考えております。 

新野村保育所は今回用地買収と設計を組まさせ

ていただきましたので、今後設計をしていく中で

工事費もまた出てくるかと思いますのでその際に

はまた委員会にご報告をさせていただきたいとい

うことで補足さしていただきます。 

もう１点、今のところ解体工事の起債も難しい

んじゃないかということで予算は計上しておりま

す。 

○中村敬治委員 

そうしますと新野村保育所も全く新しいわけで

すけれども、その用地費とか、建築費、そういう

もの、備品なんかは大したことないのかもしれま

せんけれども、そういう補助対象になるものに対

して補助率は幾らぐらいになるわけですか。 

○藤井福祉事務所長 

新野村保育所につきましては、今回、補助の対

象になっているのは設計の部分だけでして、あと

は用地費とかは起債で対応するようにさしていた

だいております。建物を含めまして設計に対する

補助率も75％ということです。 

○山本委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

○菊池委員 

新野村保育所の用地買収等は今どういう状態に

なっとんでしょうか。 

○岩本子育て支援課長補佐 

用地交渉につきましては、地権者と話し合いを

しておりまして、前向きにご検討いただいておる

状況でございます。 

この12月議会で予算成立後、土地収用法の認定

を受けまして、事業認定が受けれましたら、土地

の交渉を行ってまいりたいと考えております。 

○山本厚生委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶものあり） 

○山本厚生委員長 

ないようですので以上で質疑を終結いたしま

す。 

お諮りいたします。 

議案第130号「平成30年度西予市一般会計補正

予算（第８号）」子育て支援課所管分について、

原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○山本厚生委員長 

挙手全員により当委員会としましては、原案ど

おり可決することに決しました。 

暫時休憩いたします。（休憩 午前９時48分） 

 

【福祉課】 

○山本厚生委員長 

再開いたします。（再開 午前９時52分） 

次に、議案第130号「平成30年度西予市一般会

計補正予算（第８号）」福祉課所管分を議題とい

たします。 

上中課長の説明を求めます。 

○上中福祉課長 

改めましておはようございます。 

議案第130号 平成30年度西予市一般会計補正

予算（第８号）のうち、福祉課所管分について予

算書に基づきましてご説明申し上げます。まず歳

出からご説明させていただきます。 

予算書の19ページをお開き願います。 

３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総

務費のうち、事業概要の社会福祉庶務事業39万

2000円の増額補正でございますが、これは、職員

の産前産後休暇取得のための代替職員の任用に係

る経費を計上したものでございます。 

次に、４目障害者福祉費のうち、事業概要の障

害者総合支援給付事業1億986万9000円の増額補正

でございますが、給付費見込み額が、現予算を大

きく上回ると予想されるため、その不足額を計上

するものでございます。 

この事業には多くのサービスメニューがありま
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して、利用者数や利用回数により、月々の請求額

が大きく変動いたします。添付させていただいて

いますデータをごらんいただいたらと思います。

自立支援給付費推移をごらんください。 

左縦列が各種サービスメニューでございまし

て、右に過去４年間の実績及び平成30年度の実績

見込み額を掲載させていただいております。平成

30年度実績見込みでは、利用見込み者数は、平成

29年度に比較しまして延べで340人程度減少を見

込んでおりますが、今年度からの各種サービスの

報酬改定、それに合わせまして利用者の高齢化に

伴う障害支援区分が重度化することによりまし

て、給付費が上昇する要因となっております。こ

のことにより増額補正をお願いするものでござい

ます。歳出につきましては以上でございます。 

次に、歳入についてご説明申し上げます。予算

書の12ページをお開き願います。 

13款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費

国庫負担金、１節社会福祉国庫負担金を5493万

4000円増額補正するものでございますが、これ

は、歳出でご説明申し上げました障害者総合支援

給付事業1億986万9000円の増額補正に伴う国の負

担分として、２分の１に当たる額を増額補正する

ものでございます。 

続きまして、14ページをお開き願います。 

14款県支出金、１項県負担金、２目民生費県負

担金、１節社会福祉費県負担金を2746万7000円増

額補正するものでございますが、これも歳出でご

説明申し上げました障害者総合支援給付事業費

1億986万9000円の増額補正に伴う県の負担分とし

て、４分の１に当たります額を増額補正するもの

でございます。 

次に、７節災害救助費繰替支弁交付金1億

5026万3000円でございますが、平成30年度一般会

計補正予算（第３号）におきまして、議決いただ

きました災害救助費にかかる福祉課所管分の経費

につきまして、財源を一般財源から振り替えする

ものでございます。 

以上、よろしくご審議の上、ご決定いただきま

すようお願い申し上げます。 

○山本委員長 

上中課長の説明は終わりました。 

これより質疑に移ります。質疑はございません

か。 

○藤井福祉事務所長 

１点だけ補足させていただいたら。最後に説明

しました災害救助費繰替支弁金交付金1億5026万

3000円のうち、福祉課に所管する部分は、そのう

ち1億4988万3000円ということで、38万円分は健

康づくりの所管になるのでまた後ほどご説明をさ

していただいたらと思います。 

○山本厚生委員長 

補足ありがとうございました。質疑はございま

せんか。 

○源委員 

今ほどご説明いただきました障害者総合支援給

付事業ですけど、いわゆる総合支援法に基づく給

付事業だと思うんですけれども、これ延べ人数先

ほど資料の中でご説明いただいたので延べについ

てわかるんですけれども、対象になられる方が、

実人数わかりましたらご説明いただけたらと思い

ます。 

○上中福祉課長 

障害者総合支援事業のサービスの対象者としま

して、平成30年９月30日現在で計270名おられま

す。そのうち区分が６区分ありまして、１が１番

軽いんですが、区分６になれば重度化に向かいま

す。この区分の分布についてもご説明させていた

だいたらと思います。区分１が人数で２名、区分

２が40名、区分３が52名、区分４が37名、区分５

が51名、区分の６が88名、計270名となりまし

て、申し上げましたように重度化の方が多くなっ

て、かかる経費が膨らんできとるという状況でご

ざいます。 

○山本厚生委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

○井関副委員長 

今のところと同じところですけども、給付事業

の中で、1億という大きな予算の差が出とるんで

すけど、この見込みの違いはどこから生まれてき

たんでしょう。 

○山本厚生委員長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前10時02分） 

○山本厚生委員長 

再開いたします。（再開 午前10時04分） 

○上中福祉課長 

ただいまのご質問ですが、決算特別委員会の席

でご説明させていただきましたとおりのことでご

ざいます。 

○山本厚生委員長 
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ほかに質疑はございますか。 

○中村敬治委員 

19ページの今質問のありました総合支援給付事

業が先ほど源議員からの質問で、市内に対象者が

270人おられるという話ですが、これはどんどん

ふえていく傾向にあるのか、減っていく傾向にあ

るのかということと、例えば特別支援学校の前に

ひまわりの郷がございますけれど、ああいうとこ

ろでそれぞれ給付されておるんかなという気がす

るんですけど。市内の事業所はどのぐらいあるの

か。 

そしてその事業所の中ではそれぞれ作業をされ

ておるわけですけれど、そこで作業をされて得ら

れた収入などによって給付に増減などがあるのか

ないのか。そこで作業された方は、前回お尋ねし

たような気がするんですけれど、作業された人に

皆そこの事業所が支給していると聞いたわけです

けれど、そういうような収入があった場合に、そ

の施設への給付が増減するのかしないのか、一律

なのか。先ほど６区分があると言われましたの

で、その区分に従って粛々と支給を一方的にされ

ているということだけなのか、その辺わかりにく

いのでお尋ねしたいと思いますが。 

○上中福祉課長 

区分認定を受けられている方の直近の推移とい

うご質問が１点目だろうと思うんですが、平成

29年度でご報告させていただきますと、この区分

審査はおおむね３年に１回行うこととなっており

まして、29年度に区分審査を行わせていただいた

方が92名おられまして、そのうち新規が７名でご

ざいます。喪失、資格を失くされた方、65歳に到

達しますと介護保険の制度に移行しますので、そ

の方が５名、死亡された方が２名、転出が１名と

いうことでございまして、新規が７名、喪失が８

名という状況にありまして、そう増減がある状況

ではございません。 

事業所数についてのご質問がございましたが、

以前の決算特別委員会でもご説明をさせていただ

きましたが、サービス種別ごとに、西予市内に

57事業所ございまして、三瓶・城川・明浜に12事

業所、残り宇和・野村が中心でござまして、45事

業所が宇和・野村に事業を展開していただいとる

という状況でございます。 

それとそういう施設でサービスを利用された方

に対しての報酬の支払いにつきましては、中村議

員おっしゃられましたとおり、区分ごとの報酬に

あわせまして、報酬に伴う分を粛々と支払いをさ

せていただいておるというとこでございます。そ

ういう障がいをお持ちの方が、就労支援事業所で

就労に当たっていただいた賃金につきましても、

前回もお話をさせていただきましたが、愛媛県内

の事業所に比較しまして西予市は平均しますと高

い賃金がお支払いされているようでございます。

ちなみに、あい笑が、月額換算しまして工賃とし

て3万6831円という賃金を支払いされておりま

す。時給に換算しまして436円という状況になり

ます。ほかにもいろいろと事業所がございます

が、１番高いところがレインボーアグリでして、

月額で、農作業を中心にされとるとお聞きしてお

りますが、5万456円の賃金をお支払いされている

ということでございます。こういう状況でありま

して障がいをお持ちの方もこういう作業に取り組

むことによって生きがいを持った社会生活を営ん

でいただきますよう私ども努力してきてまいりた

いと思っております。 

○山本委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

○中村一雅委員 

勉強不足で申しわけありません。自立支援給付

費推移の表のところで、よくわからないので教え

ていただきたいことがありまして、訓練等給付費

の中に就労継続支援Ａ型、Ｂ型とございますけれ

ども、就労継続支援ということが具体的に何をす

るのかということがよく理解できておりません。 

Ａ型とＢ型の違いもわからなくて、それぞれ利

用者の表の中にございますけど、これは利用者の

方に支払われるのか、事業所に対して支払われる

のかと。そういうお金の使い道というのがよくわ

からないんですが、教えていただいたらと思いま

す。 

○上中福祉課長 

就労継続支援のＡ型とＢ型はどう違うのかとい

うことでございますが、まず１点、Ａ型につきま

しては雇用型、Ｂ型につきましては非雇用型とい

うことになりまして、Ａ型につきましては雇用契

約を結んだ上での雇用という労働形態と。Ｂにつ

きましては非雇用型ということで、労働契約を結

ばずに作業をしていただくという形態になってお

ります。 

それで賃金につきましても、そこの事業所で設
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定が可能となっております。働かれた時間数に応

じてそこに労働していただいた対価としてお支払

いをされとるということでして、それと別に、そ

ういう労働に対して支援をされる方に対しても、

それは別に、市から直接費用としてお支払いがさ

れるというようになっております。就労支援に当

たっていただく方に対しては、これも程度によっ

て１日当たりの単価が違いますが、平均しておお

むね１日障がい者の方に支援していただく対価と

しまして、8,000円程度が市から支払われとると

いうようになっております。 

○山本厚生委員長 

個人に支払われるということですよね、事業所

ではなく。中村一雅委員の質問はそのような感じ

だったかと思いますが。 

○中村一雅委員 

障がい者の方が仕事をしたい。それに対しては

賃金が事業所から支払われる。ここに記載されて

いるお金はその利用者とか事業所ではなくてそれ

を支援している人に対して支払われていると理解

してよろしいでしょうか。その支援員という業種

の方がいらっしゃることでしょうか。 

○上中福祉課長 

そういう支援員がおられまして、支払いは法人

に支払い機関を通じてお支払いをさせていただい

て、その法人からそういう支援員の賃金に充てる

ということになっております。 

○山本委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

○竹﨑委員 

先ほど聞き漏らしたと思うんですが。57事業

所、これの念のために内訳を教えてください。明

浜・城川・三瓶が12、宇和・野村45という数字は

控えたんですが。それぞれの町の数字をもう一度

教えていただきますか。 

○上中福祉課長 

すいません。この件につきましては、後で集計

させていただいて、57事業所の各旧町別の事業者

数についてご報告させていただきます。 

○山本委員長 

それでは後ほどよろしくお願いします。ほかに

質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶものあり） 

○山本厚生委員長 

ないようですので以上で質疑を終結といたしま

す。 

お諮りいたします。 

議案第130号「平成30年度西予市一般会計補正

予算（第８号）」福祉課所管分について、原案に

賛成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○山本厚生委員長 

挙手全員によりまして、当委員会としまして

は、原案どおり可決することに決しました。 

暫時休憩いたします。（休憩 午前10時17分） 

 

【長寿介護課】 

○山本厚生委員長 

再開いたします。（再開 午前10時29分） 

次に、議案第130号「平成30年度西予市一般会

計補正予算（第８号）」長寿介護課所管分につい

て議題といたします。 

担当課長の説明を求めます。 

○浅野長寿介護課長 

それでは、議案第130号 平成30年度西予市一

般会計補正予算（第８号）のうち、長寿介護課所

管分につきまして、補正予算書に基づいてご説明

を申し上げます。 

補正内容は歳入のみで、財源の変更、一般財源

から特定財源、災害復旧事業債への財源振替に伴

うものでございます。 

補正予算書17ページをお開き願います。 

20款市債、１項市債、11目災害復旧事業債のう

ち、３節その他施設債及び５節社会福祉施設債に

おいてそれぞれ3710万円、510万円を一般財源か

ら特定財源、災害復旧事業債へ振り替えるもので

ございます。事業金額の変更はございません。 

それでは、それぞれの振替内容の説明をさせて

いただきます。まず、３節その他施設債、一般単

独災害復旧事業債復旧事業（その他施設）4970万

円のうち、当課計上分3710万円につきましては、

７月の西日本豪雨により崩壊しました野村町の特

別養護老人ホームしいのき園施設裏山の復旧工事

に係る事業にかかわるもので、７月末の臨時議会

で議決いただきました事業費4000万円のうち、災

害復旧事業対象外分290万円を差し引いた金額

3710万円を一般財源から特定財源、災害復旧事業

債に振り替えるものでございます。 

続きまして、５節社会福祉施設債、一般単独災

害復旧事業社会福祉施設1億2160万円のうち、当
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課計上分510万円につきましては、同じく７月の

西日本豪雨により被災しました游の里温泉地下機

械室の復旧工事にかかる事業経費590万円のう

ち、既に議決いただいております災害復事業債

80万円を差し引いた金額510万円を新たに一般財

源から特定財源、災害復旧事業債に振り替えるも

のでございます。 

以上で、一般会計補正予算の長寿介護課所管分

についてのご説明とさせていただきます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

よろしくお願いいたします。 

○山本委員長 

浅野課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はございません

か。 

○中村敬治委員 

一般財源から災害復旧事業の特定財源に振り替

えると言われたわけですけれども、しいのき園の

裏の崩壊とか、游の里のああいう浸水というか。

そういうものについて、災害復旧、市単独災害と

いうようになっておりますけれども、これらにつ

いては、補助率はどの程度、そして、復旧期間は

どの程度というようなことになっておるんでしょ

うか。その辺ちょっとお尋ねいたしますが。 

○浅野長寿介護課長 

この起債の充当につきましては、財政課でご承

知させていただいておりますけども、その中で例

えば、游の里の機械室、デイサービス部門の起債

につきましては国の充当がなされております。そ

のほかの部分につきまして、今回改めて一般災害

復旧事業債に充てさせてもらうという形で、基本

的に事業費に対しては、応分起債と国の補助とで

当たっていると認識しております。 

○藤井福祉事務所長 

補足をさせていただきますと、まず、しいのき

園の裏山の事業につきましては、これ全て単独事

業なので国の補助はついておりません。ただし災

害復旧事業債ということで、起債につきまして

は、先ほど課長から説明ありましたように、

290万は災害復旧事業債の対象にならない部分が

ありましたので、残りの3710万を今回起債計上さ

せていただいております。 

游の里の関係につきましては、今回被災したの

が温浴部分とデイサービス部分がございますの

で、デイサービスは先ほど課長から説明がありま

したように国の補助事業の対象となっています

が、温浴は対象外ということでございますので、

その分につきましては、対象外のところは起債を

充てる、補助対象になっているところは補助と起

債をつけております。補助率は４分の３ですので

75％となっております。 

以上、補足をさせていただいたらと思います。 

○中村敬治委員 

デイサービスのところは75％の国費が入れられ

るということで、後は単独債ということで、起債

ということになっておるようですけれども、起債

の充当率というのはどの程度ですか。100パーセ

ントはないと思うんですが。 

○藤井福祉事務所長 

今回の災害復旧事業債につきましては100％の

充当となっております。 

○山本委員長 

続いて、質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶものあり） 

○山本委員長 

それでは質疑もないようでございますので、以

上で質疑を終結といたします。 

お諮りをいたします。 

議案第130号「平成30年度西予市一般会計補正

予算（第８号）」長寿介護課所管分について、原

案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○山本委員長 

挙手全員により当委員会としましては、原案の

とおり可決することに決しました。 

暫時休憩いたします。（休憩 午前10時38分） 

 

【健康づくり推進課】 

○山本委員長 

再開いたします。（再開 午前10時49分） 

次に、議案第130号「平成30年度西予市一般会

計補正予算（第８号）」健康づくり推進課所管分

を議題といたします。 

担当課長の説明を求めます。 

○沖村健康づくり推進課長 

それでは、議案第130号 平成30年度西予市一

般会計補正予算（第８号）のうち、健康づくり推

進課所管分の補正予算につきまして、予算書に基

づきご説明申し上げます。初めに歳出についてご

説明申し上げます。 
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予算書20ページをお開き願います。 

３款民生費、４項災害救助費、１目災害救助費

につきましては、補正額6988万8000円のうち、本

課所管分の支出補正額はゼロ円でありますが、

38万円の財源組み替えが必要となりましたので、

後ほど歳入の説明の際に説明をさせていただきま

す。 

次に21ページ、４款衛生費、１項保健衛生費、

１目保健衛生総務費につきましては、95万3000円

を減額補正しております。このうち、八幡浜地区

施設事務組合負担金事業は114万5000円を減額し

ておりますが、これは同事務組合の平成29年度繰

越金が確定したため不用額を減額補正するもので

す。また、保健衛生庶務事業は113万5000円を減

額補正いたしましたが、これは、三瓶支所生活福

祉課臨時職員の人件費に係る不用額が生じたため

です。 

次に、旧国保診療所等維持管理事業は132万

7000円の増額をいたしました。今春廃止した俵津

歯科診療所を民間譲渡するための準備を進めてま

いりましたが、このたび譲渡のめどが立ったこと

から、開院に向けて必要な備品や消耗品等を購入

するための経費でございます。 

次に、32ページをお開きください。 

11款災害復旧費、７項その他公共施設災害復旧

費、１目その他公共施設災害復旧費は、補正額は

ゼロ円ですが財源組み替えをいたします。さきの

補正第６号において、７月豪雨で被災した野村保

健福祉センター修繕工事費は一般財源で計上して

おりましたが、今回、国庫支出金1222万5000円、

また、地方債4970万円のうち、本課所管分1260万

円の市債を財源として見込んでおります。 

次に、歳入についてご説明いたします。13ペー

ジをお開きください。 

13款国庫支出金、２項国庫補助金、11目災害復

旧費国庫補助金、３節保健衛生施設等災害復旧費

国庫補助金1222万5000円を財源組み替えいたしま

した。ただいまの野村保健福祉センター修繕工事

の歳出説明のとおり、この財源の一部として、本

国庫補助金を見込んだものでございます。 

次に、14ページをお開きください。 

14款県支出金、１項県負担金、２目民生費負担

金、７節災害救助費組換支弁金交付金1億5026万

3000円のうち、本課所管分の歳入額は38万円でご

ざいます。これは、補正第３号において、避難所

の消耗品及び医薬品に係る災害救助費補正支出額

90万円。また、補正第４号で52万円を充当財源と

して計上しておりましたが、今回、本支弁金交付

金の38万円を充て、一般財源から組み替えるもの

でございます。 

次に、17ページをお開きください。 

20款市債、１項市債、９目衛生債、１節保健衛

生債は先ほど説明いたしました八幡浜地区施設事

務組合負担金事業のうち、休日夜間急患センター

運営負担金額の確定に合わせ市債も減額補正した

ものでございます。11目災害復旧事業債、３節そ

の他施設債4970万円のうち、本課所管分は1260万

円を計上しておりますが、先ほどの野村保健福祉

センター修繕工事の財源に一般単独災害復旧事業

債をその一部に見込み、一般財源から組み替える

ものでございます。 

以上、一般会計補正予算（第８号）の健康づく

り推進課所管分の説明を終わります。 

よろしくご審議の上、ご決定いただきますよう

お願いをいたします。 

○山本委員長 

沖村課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。質疑はございません

か。 

 （「なし」と呼ぶものあり） 

○山本委員長 

質疑がないようですので、以上で質疑を終結と

いたします。 

お諮りいたします。 

議案第130号「平成30年度西予市一般会計補正

予算（第８号）」健康づくり推進課所管分につい

て、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○山本委員長 

挙手全員によりまして、当委員会といたしまし

ては、原案どおり可決することに決しました。 

ありがとうございました。 

暫時休憩いたします。（休憩 午前10時58分） 

 

【環境衛生課】 

○山本委員長 

再開いたします。（再開 午前11時04分） 

次に、議案第130号「平成30年度西予市一般会

計補正予算（第８号）」環境衛生課所管分を議題

といたします。 
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担当課長の説明を求めます。 

○佐々木環境衛生課長 

それでは、議案第130号 平成30年度西予市一

般会計補正予算（第８号）環境衛生課所管分につ

いてご説明をさせていただきます。 

まず歳出についてご説明をいたします。予算書

の21ページをお開きください。 

４款衛生費、２項清掃費、２目塵芥処理費でご

ざいますが、財源内訳を一般財源から災害対策債

へ財源を変更するものでございます。これについ

ては、平成30年西日本豪雨災害に伴い、７月臨時

議会で可決いただいた予算分として、災害廃棄物

処理事業3億1230万8000円の２分の１として1億

5610万円及び被災建物等解体撤去支援事業1億

8000万円の２分の１として9000万円、合計で2億

4610万円を特定財源とするものでございます。 

次に、歳入をご説明いたします。予算書は17ペ

ージをお開き願います。 

20款市債、１項市債、11目災害復旧事業費、４

節災害対策債2億4610万円を先ほど歳出で説明い

たしました災害廃棄物処理事業、被災建物等解体

撤去支援事業の経費に充当するものであります。 

以上、説明とさせていただきます。よろしくご

審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上

げます。 

○山本委員長 

以上で佐々木課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入りたいと思います。質疑はご

ざいますか。 

○中村敬治委員 

実際に全壊とか大規模半壊とか、取り壊しする

家屋が大体方向性が定まってきたと思うわけです

けれども、何戸ぐらいあって、主に野村地区だろ

うと思うんですけれども、それ以外も１割ぐらい

はあろうと思うんですけれども、どれぐらいの戸

数があって、実際年度内に、それだけまとまった

数があれば、年度内には完了し切らないと思うん

ですけれども、それらについて当然繰り越しして

やっていかれるんだろうと思うんですけれども、

実際取り壊しして、いわゆる建設リサイクル法に

従って分別・解体・処分をしていくということに

なると見通しとして事故繰越などは起こらないよ

うな形で、地元業者として余り利益の出ない仕事

を引き受けてくれておるのかどうか、その辺ちょ

っと心配なんですがいかがですか。 

○佐々木環境衛生課長 

今公費解体の関係の申請件数ですが、11月末で

128件終わっております。そのうち工事の発注が

38件、建設課の所管で発注をしていただいており

ます。契約金額としましては、今6400万円ほどの

契約となっております。災害関係につきまして

は、年度内精算というのが基本でございます。今

度また国で災害査定があります。担当課としまし

ては年度内完成ということで処理は考えておりま

す。そういった中で現在38件契約をしていますの

で、ここ２月ぐらいまでには何とか契約が終われ

るのかなというところもあるんですが、万一３月

末までに処理ができないというような事が発生し

ましたら、繰り越し等も検討していきたいと考え

ております。 

○中村敬治委員 

契約は128件あるうちの38件ということです

が、残りはどんな見通しでしょうか。 

○佐々木環境衛生課長 

うちのほうの書類審査としては全て終了をして

おります。今建設課でそれに対しての積算を行っ

てもらっている状況でございます。あと実際それ

が終わったら、業者に発注をして、現地で三者立

会、業者と所有者、そして市が立ち会いをして、

ライフライン等がきれいに切れているかどうかの

確認をして現場に入るということになります。そ

ういうことで進めております。 

○中村敬治委員 

現段階で38件ということであれば、いいのか悪

いのかちょっと私もわからないんですけれども、

３月末までに128件が完了するとは思えないわけ

ですが、当然繰り越ししてやられると思うんです

が、実際割の悪い、こういう分別解体事業を、引

き受けてくれる業者というのは非常に少ないんで

はないかと。それでなくても、一般の公共土木施

設の災害復旧でもう手いっぱいになっておると。

結局、建設課の問題になろうと思うんですけれど

も、市外の業者とか、被災が比較的少なかった八

幡浜地区とか、愛南地区とか、ある程度余裕のあ

るところからの応援を求めるとかいう話はまだ出

てないんでしょうか。 

○佐々木環境衛生課長 

市外からの応援につきましては、まだ話は出て

おりません。当初建設課でどのくらいの業者がで

きるかという話がありまして、15業者ぐらいはや
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れるだろうという話は聞いております。 

○井関副委員長 

今128件出ているということでありましたが、

今後まだふえる可能性ってあるんですか。それと

もこの128件で全て完了すると考えておられるん

ですか。 

○佐々木環境衛生課長 

当初の計画では200件程度予定して予算をあげ

させてもらっておりますが、ここ最近の申請を見

ますと、最近２件追加で上がったところがあるん

ですが、もうほとんど出ているという状況と考え

ております。 

○山本委員長 

ほか、ご質疑ございませんか。 

○井関副委員長 

きょう昼からの所管事務調査で行くようになっ

ているんですけど、野村産業とグリンガーに行か

してもらうようになっとるんですけど、こちらで

木材とコンクリは全て処理できるということでよ

ろしいんですかね。 

○佐々木環境衛生課長 

木材につきましては、宇和町の平成産業とグリ

ンガーの２箇所で処理をお願いしております。グ

リンガーが野村地区でありますので、運搬費がど

うしても安くなるというところもありますので、

グリンガーを主に考えております。あとコンクリ

ート殻につきましては野村産業で今のところ受け

入れが順調に進んでおりますので、今の段階では

野村産業、あと木質については平成産業、グリン

ガーで対応をしていきたいと考えております。 

○山本委員長 

ほか、質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶものあり） 

○山本委員長 

質疑もないようですので、以上で終結といたし

ます。 

お諮りいたします。 

議案第130号「平成30年度西予市一般会計補正

予算（第８号）」環境衛生課所管分について、原

案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○山本委員長 

挙手全員であります。 

当委員会といたしましては、挙手全員によりま

して原案どおり可決することに決しました。 

暫時休憩いたします。（休憩 午前11時15分） 

 

【福祉課】 

○山本委員長 

再開いたします。（再開 午前11時20分） 

○上中福祉課長 

失礼します。先ほど福祉課所管分についてご審

議いただきました。その中でご質問のありました

件についてご報告をさせていただきます。 

障害者福祉サービス事業の旧町別の数について

のご質問ですが、一つの事業所が複数のサービス

事業提供事業所として指定を受けているところも

ありますので、竹﨑議員のご質問にありました延

べの事業所数となりますが、明浜で５、宇和で

26、野村19、城川４、三瓶３事業で、合計答弁し

ました57事業となります。事業所数となりますと

合計で29事業所、旧町別では、明浜が２、宇和が

14、野村が11、城川が１、三瓶も１事業所となり

ます。 

また、先ほどの障害者サービスを受けている対

象者はとのご質問について270人とお答えをしま

したが、区分認定を必要としないサービスもござ

いまして、その人数90名おられますので、対象者

といたしましては360名となります。訂正をさせ

ていただきます。 

○竹﨑委員 

そしたら総数の57の事業所数の内訳、実際複数

でやっているということなので、三瓶１、城川

１、明浜２、宇和14、野村町11、計29の本当の実

質の事業所は29の経営者で、実質数字は57だった

けど29の経営者という言い方は当てはまらないか

もしれないけど、その実数がそういうことだった

ということですね。 

○上中福祉課長 

竹﨑議員のご指摘のとおりでございます。 

○山本委員長 

ほか質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶものあり） 

○山本委員長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前11時24分） 

 

【市民課】 

○山本委員長 

再開いたします。（再開 午前11時24分） 

次に、議案第130号「平成30年度西予市一般会
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計補正予算（第８号）」市民課所管分及び議案第

131号「平成30年度西予市後期高齢者医療特別会

計補正予算（第３号）」の２件を一括議題といた

します。 

担当課長の説明を求めます。 

○松本市民課長 

失礼します。それでは、議案第130号 平成

30年度西予市一般会計補正予算（第８号）の市民

課所管分につきまして補正予算に基づき、ご説明

を申し上げます。 

補正予算書の19ページをごらんください。 

歳入歳出補正予算事項別明細書でご説明をさせ

ていただきます。まず、歳出からご説明いたしま

す。３款民生費、１項社会福祉費、７目人権対策

費、補正額59万9000円の増額補正でございます

が、老朽化が進み、今後入居者も見込めない空き

家の伊延改良住宅３棟、６戸について、国への用

途廃止の手続が完了次第、解体・整地を行うため

の設計委託料を計上するものでございます。 

次に、３款民生費、１項社会福祉費、９目後期

高齢者医療費でございますが、28節繰出金の後期

高齢者医療特別会計繰出事業の77万7000円の減額

補正でございます。繰出事業につきましては、後

期高齢者医療特別会計補正予算で詳細にご説明さ

せていただきます。 

13ページの歳入をごらんください。 

13款国庫支出金、３項委託金、２目民生費委託

金、補正額17万2000円の増額補正でございます。

国民年金法改正により、国民年金第１号被保険者

の産前産後期間の保険料免除の施行に伴う国民年

金システムの改修委託に係る経費分について、基

礎年金事務費委託金を増額するものでございま

す。なお、歳出につきましては、まちづくり推進

課情報推進室の電算システム開発導入事業に計上

しております。全額国の委託金でございます。 

以上で、議案第130号 平成30年度西予市一般

会計補正予算（第８号）の市民課所管分のご説明

とさせていただきます。 

続きまして、議案第131号 平成30年度西予市

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）につ

きまして、補正予算に基づき、ご説明申し上げま

す。補正予算書の７ページをごらんください。 

歳入歳出補正予算事項別明細書でご説明をさせ

ていただきます。まず、歳出からご説明を申し上

げます。１款総務費、１項総務管理費、１目一般

管理費、補正額はありませんが、特定財源の組み

替えでございます。国庫支出金77万7000円の増

額、その他財源、一般会計繰入金77万7000円の減

額でございます。保険料軽減特例の見直し等に伴

い、保険料徴収システムの改修にかかる費用につ

いて、国の補助金が決定したことによるものでご

ざいます。全額国庫補助でございます。システム

改修にかかる予算は当初予算に計上済みでござい

ます。 

６ページの歳入をごらんください。 

３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目事業費

繰入金、補正額77万7000円の減額補正でございま

す。６款国庫支出金の増額補正に伴う一般会計繰

入金の調整によるものでございます。 

次に、６款国庫支出金、１項国庫補助金、１目

高齢者医療制度円滑運営事業費国庫補助金、補正

額77万7000円の増額補正でございます。先に歳出

でご説明いたしましたシステム開始に係る高齢者

医療制度円滑運営事業費補助金を計上したもので

ございます。 

以上で、議案第131号 平成30年度西予市後期

高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について

のご説明とさせていただきます。 

以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○山本委員長 

松本課長の説明は終わりました。 

これより２議案につきまして、質疑を行いたい

と思います。質疑はございませんか。 

暫時休憩いたします。（休憩 午前11時30分） 

○山本委員長 

再開いたします。（再開 午前11時31分） 

○中村敬治委員 

一般会計補正予算第８号ということで19ペー

ジ、改良住宅事業ということで、人権対策費の中

の改良住宅事業で59万9000円ということですが、

これは伊延地区と説明があったわけですけれど

も、伊延地区ということになりますと多分１棟で

２戸になった住宅だったように思うんですよね。

ですからそれで３棟解体されるんじゃないかな、

６戸というような、私ちょっとそこのとこは聞き

漏らしたんですが、こういうように老朽化したと

こは当然解体撤去するというのは仕方ないわけで

すけれど、地域改善事業で建設された住宅が市内

にたくさんあると思うんですけれど、まず、実際
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全体でどのぐらいあって、そして入居率がどんな

んかなと。かなり空き家が多いんじゃないかなと

思っておりますので、その辺、今後どういうよう

に解体を進めていかれるのかなというそういう計

画があれば説明願ったらと思うところです。 

○松本市民課長 

今、改良住宅は、全体で75戸、入居者は58、空

き家が17となっております。伊延住宅は先ほど中

村議員が言われたように１棟で２戸という形にな

って、実際に壊すのは３棟という形です。計画的

には今のところ順次、老朽化している部分は解体

という形で今年度から事業として取り組む予定に

しております。 

○藤井生活福祉部長 

この改良住宅、小集落改良住宅と正式名は言い

ますが、市で団地別の管理計画も策定をさせてい

ただいて、今後の方向性とかも、その計画に基づ

いて実施をしていきますが、大もとは、公共施設

の総合管理計画というのが市にございますので、

そこの下の中で、さらに、この住宅の管理計画も

つくっておりますので、それに基づいて今後進め

ていきたいと考えております。 

○山本委員長 

ほかに質疑はございますか。 

 （「なし」と呼ぶものあり） 

○山本委員長 

質疑も出尽くしたようですので、以上で質疑を

終結といたします。 

それでは１議案ずつお諮りをいたします。お諮

りします。 

最初に議案第130号「平成30年度西予市一般会

計補正予算（第８号）」市民課所管分について、

原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○山本委員長 

挙手全員によりまして、当委員会としまして

は、原案どおり可決することに決しました。 

続きまして、議案第131号「平成30年度西予市

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」に

つきまして、原案に賛成の委員の挙手を求めま

す。 

 （賛成者挙手） 

○山本委員長 

挙手全員によりまして、当委員会としまして

は、原案どおり可決することに決定いたしまし

た。 

それでは本委員会に付託されました議案につき

ましての審査は全て終了いたしました。 

厚生常任委員会、これにて閉会をいたします。 

 

 

 閉会 午前11時35分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西予市議会委員会条例第30条第１項の規定によ

りここに署名する。 

 

 

  西予市議会厚生常任委員長 

 

 

 

 

 

 


